
 

職員の働きがいの向上に係る取組状況について 

 

◆ジョブチャレンジ制度の実施（令和４年度～） 

１．目的 

若手職員が、自分の担当業務以外で興味のある行政分野の施策立案等に従

事できる制度。担当の枠を越えた新たな気づきを得るとともに、県内外を問

わない人脈づくりにもつながり、若手職員のモチベーションアップを図る。 

 

 

 

 

 

２．令和７年度活動状況 

   今年度は以下の２つのテーマを設定。若手職員11名（男性５名、女性６名）が 

テーマごとにチームを結成し７月から活動。 

 

 

 

  テーマ① 国内外に向けた観光情報のレベルアップ 

山形県への観光客層は40代以上のリピーターが多いことに着目し、若年層や

ファミリー層などの新たな観光客層を確保するため、アニメと山形の地域資源

を掛け合わせたコラボレーション施策（デジタルスタンプラリーやパネル展な

ど）について研究。 

  テーマ② 県庁リクルート部２．０ 

   パンフレット等よりも詳細で職員の実感に基づく情報が欲しいという就活

者の需要に対応するため、昨年度立ち上げたメディアプラットフォーム「山

形県職員採用note」や「Instagram」を活用し、県職員の魅力を発信。山形県

職員採用noteは、令和８年２月末時点で31項目の記事を投稿。 

 

 

 

 

 

 

 

３．今後の事業展開 

  ○ 活動の成果は最終報告会（3/13）にて関係する部局へ提案。 

  ○ 引き続き、この制度を効果的に運用し、若手職員が能力を発揮し働きがい

を感じて業務に取り組める環境づくりを推進。 

対象：知事部局等に勤務する一般職の常勤職員（20 代～30 代の職員を想定） 

概要：正規の勤務時間内で勤務時間の 10％（概ね２週間に１日程度）を上限に活動 

※令和６年度から「ジョブチャレンジ＋（プラス）」として、活動時間の上限を 

勤務時間の５％から 10％に拡充 

＜令和７年度テーマ＞ 

①国内外に向けた観光情報のレベルアップ（Welcome ヤマガタプロジェクト） 

②県庁リクルート部２．０ 県庁のリアルな魅力を届けよう！ 

キックオフミーティング（７月）  チームでの打合せ  

資料３ 

 



公式SNS

若手職員がリアルな情報を発信中！

Follow Me Follow Me

note Instagram

山形県職員採用

どんな配属先があるの？
仕事内容は？

時間外勤務は
どのくらいあるの？

県内全域の
異動が不安…
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